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ま　え　が　き

　本報告書は，創設から昭和53年前半に至る16年間の当センターの研究と運営の実状を説

明したものであります。機関誌の『東南アジア研究』も，今年に入って16巻1号まで刊行

され，又和英両文の叢書の刊行などによって，ようやく当センターの存在も内外に知られ

るようになりました。先に1973－76年については英文の報告書を取りまとめましたが，そ

の後の活動について尋ねられることが多いので，この報告書をまとめて，その要望にお答

えしたいと思います。併せて当センターの研究活動その他に対し，今後とも暖かく厳しく

御教導あらん事をお願い致します。

昭禾053年10月1El

　　京都大学東南アジア平群センター

　　　　　所長　市　村　真　一
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第1章性格と沿革

　京都大学東南アジア研究センターは，東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究す

ることを目的として設立された特色ある研究1幾年である。東南アジアとは，ベトナム・ラ

オス・カンボジア・タイ・ビルマ・マレーシア・シンガポール・インドネシア・フィリピ

ンの9力国をさすが，研究の対象としては，厳密にこの範囲に限定しているわけではない。

仏教の研究のためスリランカをふくめ，・熱帯稲作の研究のためバングラデシュ・インドに

まで手をのばし，対外経済活動の研究のためには香港・台湾・韓国をも対象としたことも

ある。周辺諸国というのは，この意味である。

　我々の研究方法は，欧米の「地域研究」Area　Studyとくらべて，東南アジアの自然環

境甲唄要因の自然科学的研究をもふくむ点において，人文科学とくに人類学と政治学を中

心とする欧米の研究方法とは異る特色をもっている。この意味で我々は自らこのような研

究態度を「総合的地域研究」Integrated　Area　Researchと呼ぶことがある。さらに当セ

ンターは，上述の学際的研究方法に加えて，その研究対象の力点を近代以降の東南アジア

におき，かつ文献解釈的研究よりは現地調査を重視して，現在の生々として活動し，変転

している東南アジアの学問的理解と解明に貢献することを期している。

　近隣のアジア諸国とわが国との学術文化の交流が深まるにつれて，当センターが地域研

究の中心として果すべき役割への期待はいよいよ高まりつつあるが，その要請にこたえる

ため，当センターとしては，東南アジア諸国の学者・文化人はもちろん，東南アジア研究に

関心をもつ世界の学者との不断の交流につとめている。そして同時に東南アジアに関する

雑誌・資料の蒐集交換を行い，それらをひろく内外の学者に利用してもらえるような体制

を整備しつつある。学悶研究の国際交流は，これからの日本にとっての大きな課題であるが，

とくに近隣の東南アジアの基礎的研究を志向している当センターは，この先達でありたい。

　東南アジア研究センターが，京都大学に正式に設置されたのは，1965年のことであるが，

それ以前より本学には東南アジアの文化と社会の諸問題に強い関心をもつ一群の研究者が

あり，1958年の春には，早くも東南アジア研究のセミナーが非公式に発足していた。この

セミナーは次第に京都大学や近隣諸大学の教官・大学院学生の関心を集め，やがて月例研

究会に発展，さらに東南アジア研究の一層の推進のため，正式な研究組織をつくる必要が感

じられ始めた。このため1961年に3名の研究者よりなるチームが，6カ月にわたってアジ
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ア・ヨーロッパ・アメリカにおける東南アジア研究の機関や教育プログラムの実情を視察

し，詳細な報告書を提出，この報告書に基づき，本学に東南アジア研究を推進する研究機

関を設立するための準備委員会が発足した。その結果1963年1月には，本学に学内措置と

して「東南アジア研究センター」が設けられ，初めて学内共同利用的施設ないし研究活動

の調整の場としての当センターの繭芽を見るに至った。このセンターの初代所長は，ほど

なく総長に就任された奥田東農学部長であったが，次代の堀江保蔵教授をへて，やがて岩

村忍教授が1964年から1967年に至る3年間所長をつとめられてセンターの基本構想が固つ

たと言うことができる。それがセンターの性格として上述したところに他ならない。

　センターは，学内措置として創設せられた当時は，もっぱら民閥からの寄付金とフォー

ド財団からの研究奨励金を委任経理金として受入れ，それによって多数の本学教富を東南

アジア各地の現地調査に派遣した。その研究活動の中心は，タイ計画とマレーシア計画と

いう二つの総合調査であった。それは人類学者による村落定着調査から，農学者による熱

帯稲作の諸条件の研究に至るまで，極めて多岐にわたったが，常に現地に密着し，現地の

研究者と協働して研究を進めるという態度を失わないように留意してきた。このため当初

よりバンコクに連絡事務所を置き，現地の当局，研究者との交渉，連絡に当らせてきた。

これらの研究の成果は，1963年に創刊された『東南アジア研究』に次々と発表され，内外

の学者の注目を浴びるに至った。

　この成果に対する評価は，この研究センターが，1965年4月に大学設置法施行規則の改

正による金轡で初めての「研究センター」として，京都大学の正式の研究機関と認あられ

た事によって確定したと言えよう。それより逐年研究部門の増加を認められ，1978年度現

在では9部門（客員部Fl胆をふくむ），教授王0（客員教授相当2をふくむ），助教授9，助

手11（客員助手相当2をふくむ）の定員を持つ研究組織に成長した。特にこの客員部門は，

東南アジアよりの研究者を，センターの客員研究員として迎えるもので，この種の国際交

流のための部門の設置は全国で最初の試みである。

　1965年正式設置が認められた時の所長は，当時人文科学研究所の岩村忍教授の兼任であ

り，1967年度は教育学部の相良惟一教授の兼任であったが，1968年度には東南アジア研究セ

ンターの市村真一教授に引きつがれた。この年，研究センターがそれまで管理委員会と運

営委員会によって運営されて来た規約を改め，学内の付置研究所に準じる「協議員会規定」

を定め，それによって初めて任期を3年とする所長が選任せられることとなった。1969年

度以降3年ごとに改選をして，今日に至っている。現在の研究センターは，教授・助教授
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の人事，年々の予算の概算要求，現地調査費の配分等の重要事項の審議決定は，この協議

員会によっており，その協議員は全学の関係学部破究所より選任された教授もしくは助教

授を所長が委嘱している。その他通常のセンターの重要事項の審議決定は「教授会」，田

常の運営に関する細部の打合せは「所員会議」の相談によっている。

　1969年は，大学紛争の火がセンターの周辺にもとび散っていたが，こうした体制が整備

されると共に，1970年から新しくインドネシア計画も開始され，またジャカルタに新しい

連絡事務所も設けられた。その成果は，国立社会経済研究所や中央統計局との協力による

「南スマトラ州総合調査」や「インドネシア産業連関表」の完成などに見られる。これら

の報告は，英語とインドネシア語の双方で公表されて，その後の各種の研究の基礎となっ

ている。

　当センターは，創設の当初以来和英両方の研究叢書の出版を行って，研究成渠を内外に

問うて来ているが，1970年以降，邦文の方は三文社に，英文の方はUniversity　Press　of

HaWaiiに出版を依頼して公刊している。また『東南アジア研究』も内外の大学その他の

研究機関と交換しているばかりでなく，財団法人アジア研究協会（理事長　奥田　東）に

依頼して，一一般に購読してもらう道をひらいている。

　1969年にセンターのバンコクの現地連絡事務所が，次いで73年にジャカルタの連絡事務

所の運営経費が国の予算として認められていると共に，現地調査費も国の予算で認めら

れ，ようやく当センターの現地調査を計画的に推進する最少限の基礎が与えられるように

なった。それ以来センターでは，この予算を活用して，大学内の「研究担当教官」による

東南アジア研究を実質的に支援できるようになりつつある。また呈978年度から「非常勤講

師経費」を認められた事により，「学外研究参加者」が積極的に研究参加できる機会を提

供できるようになった。
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第2章機構と組織

（1）機構

（2）協議員

（3｝職員

（4）海外連絡事務所

（51研究担当教官

㈲　学外研究参加者

（1）　機 構

　1978年度現在，東南アジア研究センターは，9研究部門（客員研究部門1を舎む）およ

び1資料部からなり，また東南アジア地域の現地調査を円滑に行なうための海外連絡事務

所として，タイ国にバンコク連絡事務所を，インドネシアにジャカルタ連絡事務所を設置

している。事務部は庶務・会計の2掛に分かれ，それぞれ業務を担当している。また，本

センターの議決機関・協議機関として，協議員会，教授会，所員会議が設けられている。

　以上を表示すれば次の通りである。

所　長 研究部門一

　　一資料部
　　1一バンコク連絡；事務所

　　一ジャカルタ連絡事務所

　　一一事as・・ト1＝難

一一ｦ議員会

一一ｳ授会
一所員会議

一生物構造研究部門
一社会構造研究部Fq
一文化構造研究部門
一自然構造研究部門
一生活環境研究部門
一人口問題研究部門
一経済発展研究部門
一生物環境客員研究部門

一政治構造研究部門
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（2）　協　議　員

　協議員会は，センターの運営に関する最高議決機関であり，センターおよび各学部・研

究所より選任された教授または助教授に対しセンター所長が委嘱した（東南アジア研究セ

ンター）協議員によって構成されている。

　1978年度の協議員は次の通りである。

東南アジア研究センター協議員

　　　　　文学部

　　　　　法学部

　　　　　理学部

　　　　　医学部

　　　　　薬学部

　　　　　工学部

　　　　　農学部

　　　　　教養i部

　　　　　人文科学研究所

　　　　　結核胸部疾患研究所

　　　　　木材研究所

　　　　　防災研究所

　　　　　　ウイルス研究所

　　　　　経済研究所

（3）　職

（1978年6）弓1日現在）

東南アジア研究センター

　　　同

　　　同

　　　同

　　　同

　　　同

　　　岡

　　　同

　　　同

員

難
鞭
蕪
雑
蕪
蒸
叢
叢
輪
舞
雛
鞭
二

郎
郎
男
田
園
雄
輔
羊
雲
孝
夫
郎
夫
司
一
正
雄
吉
一
一
暢
世
博

　
太
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

久
吉
邦
　
　
正
帽
水
光
　
哲
暢
正
親
真
和
米
保
浩
好
　
忠
良

　
田
槻
縁
端
　
山
本
田
田
島
島
田
口
村
林
井
場
野
谷
野
部
紅

中
勝
甲
西
田
港
丸
熊
吉
寺
越
中
徳
森
市
小
石
安
水
高
矢
渡
坪

センターの職員は，（イ）研究部，（ロ）資料部（図書室，編集室，計算機室），（ハ）事
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務部に分かたれる。1979年i月1日現在の職員は，次の通りである。

（イ）ff究部

長
授

所
教

（併任）

助教授

助　手

客員部門

（ロ）資　料

　　編集室

　　図書室

　　計算機室

（ハ）事　務

　　事務長
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㎝
ぬ

一
一
正
雄
吉
世
一
一
暢
博
夫
宏
朗
文
男
之
治
雄
勇
進
雄
三
m
血

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
　
　
　
　
　
　
　
躬
　
㎜
㏄

甕
和
米
保
忠
同
輩
能
護
光
恭
愛
　
由
謡
嗣
繭

村
村
林
井
場
部
野
谷
野
内
原
田
井
田
崎
谷
屋
川
田
影
井
成
㎝
k
麟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　

市
市
小
石
安
渡
水
高
矢
坪
吉
海
肥
前
江
三
土
古
山
山
子
安
恥
軍
卒

部

静
有
康
癬

木
野
野
本
田

島
山
北
岩
安

一
一
艀

部

輝見人

後進国発展論

後進国発展論

入口三

三南アジア史，南方上座部仏教比較論

経済発展論

作物学

社会人類学

自然地理学

政治発展論

社会構造の比較

経済発展論

農業水文学

農業立地学

文化人類学

経済発展の計量分析

東南アジア言語学

インドネシア現代史

土壌地理・生成

森林生態学

国際関係論

ベトナム社会経済史

気象学

地形発達史学

タイ国現代史

結核制御の研究

静　夫

　　子

康　子

祥　子

　　聖

輝　雄
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庶務鋤　　掛長

会計掛　　掛長

田
沢
田
本
股
野
辺
田
本
田

吉
米
村
山
二
作
渡
木
坂
津

孝　弘

真理子

慶之亮

重　夫

房　子

加代子

孝　三

康　夫

猛　三

四　代

（4）　海外連絡事務所

（イ〉　バンコク連絡事：務所

　バンコク連絡事務所（現在地，85／4Wireless　Road，　Bangkok，　Thailand）は，1963年

10月に開設されて以来，4度にわたって駐在地の変更があったが，この間，のべ22名が駐

在，任に当った。

　歴代の連絡事務所駐在員は，次の通りである。

武
茂
一
武
茂
孝
茂
武
茂
雄
朗
宏
之
吉

　
　
惟
　
　
　
　
　

米
捷
能
恭
保

岡
島
忠
岡
島
松
島
岡
島
井
井
田
谷
場

本
飯
相
本
飯
寺
飯
本
飯
石
福
海
三
安

1963年10月～1964年3月

1964年4月～1964年5月

1964年6月～正964年9月

1964年10月～1965年1月

1965年1月～1965年6月

1965年7月～1965年8月

1965年8月～1965年9月

1965年10月～1966年3月

1966年3月～1966年6月

1966年6月～1967年4月

1967年4月～1969年4月

1969年4月～1970年3月

1970年3月～1971年6月

1971年6月～1972年5月
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福井　捷朗

水野　浩一

辻井　　博

海田　能宏

辻井　　博

海田　能宏

石井　米雄

海田　能宏

山田　　勇

矢野　　暢

桜井由躬雄

1972年5月～1972年9，月

1972年9月～1973年3月

1973年4月～1974年4月

玉974年4月～1974年5月

1974年5月～1974年10月

1974年IO月～1976年10月

1976年10∫ヨ～1976年12月

1976年12月～1977年10月

1977年IO月～1977年H月

1977年11月～1978年1月

1978年1月～1978年10月

（口）　ジャカルタ連絡事務所

　　ジャカルタ連絡事務所（現在地，Jalan　Rajasa　3／No．3，　Kebayoran　Baru，　Jakarta

Selatan，　Jakarta，　Indonesia）は，1970年10月に現在地に關設され，以来のべ12名が駐在

　の任に当った。

　歴代の連絡事務所駐在員は，次の通りである。

西原　　正

飯田　経夫

西村　博行

矢野　　暢

坪内　良博

野上　裕生

土屋　健治

坪内　良博

前田　成文

山田　　勇

小林　和正

1970年5月～1972年4，月

1972年5月～1973年4月

1973年5月～1973年11月

1973年11月～1974年2月

1974年2月～ig74年4月

1974年4，月～1975年4月

1975年4月～1975年7月

1975年7ノ弓～1976年6月

1976年6月～1976年9月

1976年9月～1976年工0月

1976年10月～1977年3月
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（5）　研究担当教官

　当センターは，東南アジア研究に関心をもつ学内各学部・研究所の教官に，研究担当教

官として参加を委嘱している。

　1978年度において，これらの学内研究担当教官数は，153名を数えるが，その学部，研

究所等の内訳は，以下の通りである。

研究担当教官

教育学部

理学部

医学部附属病院

工学部

農学部附属演習林

化学研究所

結核胸部疾患研究所

食：糧科学研究所

ウイルス研究所

霊長類研究所

農学部附属農場

名
1
　
5
　
1
　
7
　
1
　
1
　
7
　
1
　
1
　
9
　
1

法学部

医学部

薬学部

農学部

教養部

人文科学研究所

木材研究所

防災研究所

轄済面究所

体育指導センター

計

5名

9

4

52

13

3

8

正1

2

1

153

（6）　学外研究参加者

　当センターは，総合的に地域研究を実施するため，東南アジア地域の研究に関心をもつ

全国各地の大学・研究機関等の研究者に，研究参加を仰いでいる。

　1978年度において，これら研究参加者は，

の通りである。

学外研究参加者

　　　　総合　　　　　　　　　　28名

　　　　社会学　　　　　　　　　9

　　　　政治　　　　　　　　　　10

　　　　地理　　　　　　　　　　　10

143名を数えるが，その専科別内わけは，次

人類学　　　　　　　　　10名

歴史　　　　　　　　　　18

農学　　　　　　　　　　10

医学・薬学　　　　　　　10

9



理学

農経および人口論
9
1
0

経済

水文その他

計

10

9

143
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第3章　研　究　活　動

（1）出版：

②　調査・研究

（3）シンポジウム・国際会議

｛4）国際交流

⑤　研究会

㈲　東南アジアセミナー

（7）資料蒐集

（1）　出 版

　東南アジア研究センターにおけるさまざまな研究活動の成果は，センターが刊行する出

版物を通じて発表されている。

　センターでは，1963年以来『東南アジア砥究』（年4回刊行）を出版しているほか，

和文・英文の叢書，リプリント・シリーズ，ディスカッション・ペーパー等を刊行してい

る。これらの叢書及び論稿は，第8章出版目録に，その一覧を掲げてあるので，御参照い

ただきたい。

（2）　調査・研究

　センターの研究活動は個別研究と共同研究に大別される。現在のセンター所員の主要な

個別研究は，第4章「研究スタッフ」現在の研究テーマの項に見る通りである。共同研究

は様々なものが行われるが，自然科学者と人文社会科学者の共同による総合的研究が重視

される。

現地調査

　個別研究，共同研究とも主として現地調査に基いて行われ，共同研究にはセンター所員

のみならず，学内および学外の研究者にも広く協力を求め研究参加を委嘱している（学内

研究担当教官，学外研究参加者）。

　東南アジアおよびその周辺地域の現地調査研究のためにセンターが派遣した研究者は，

1963年度から1978年度（5月目で）の間に延べ494人に及んでいる。その研究分野は，宗
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教学，入類学，社会学，歴史学，言語学，人口学，教育学，経済学，政治学，農業経済学，

農学，農業土木学，土壌学，地質学，古生物学，生物学，森林生態学，医学，薬学，等々

多岐にわたっており，またその多くは総合的な共同研究の一部として派遣されたものであ

る。

共同研究

　現在までに終結あるいは現在進行中の共同研究のうち比較的規模の大きいものには，以

下の共同研究がある。（＊印は，プロジェクトとしては完了したもの）。

＊1．　タイ地域研究

　次のマレーシア地域研究とともに，センター発足以来「コア・プロジェクト」としてセ

ンター研究活動の中心的な共同研究であったもので，農業経済学，人類学，社会学，政治

学の各専門家のタイ国における現地調査研究を中心に，他の人文社会科学および自然科学

の個別研究とも関連して行われた総合的な共同研究である。

＊2．　マレーシア地域研究

　同じく当初センターの「コア・プロジェクト」であったもので，社会学者，人類学者が

農学，土壌学，農業土木学，医学等の専門家の協力をえて行ったマレーシア稲作社会の現

地調査研究である。1967年以降マレーシア大学との共同研究も行われた。

＊3．南スマトラの経済調査

　LEKINAS（インドネシア共和国社会経済研究所）との共同研究として実施され，南ス

マトラの地域経済・農家経済の特徴を明らかにするとともに，地域発展に必要なデータの

提出を目的とした共同研究である。

＊4．工業化が首都近郊農村に与える影響

　現在の工業化が首都近郊の農村社会にどのような社会的・経済的影響を与えるかについ

て，タイ・マレーシア・インドネシア・フィリピンにおいて人類学者と各国の専門家が共

同研究を行ったもの。

＊5．東南アジアの自然と人間

　近代化の過程において東南アジア熱帯地域の社会変容が気候，地形，植生，土壌などの

環境条件にどのように規定されるかという問題の解明を目的とした自然科学者と社会科学

者の共同研究。
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＊6．　タイ国低地土壌の生産力調査

　土壌学者と地質学者がタイ国各地域の低地で土壌・地質を資料蒐集，分析し，各地域の

土壌の生産力に関する評価を行なったもの。

＊7．東南アジアの民族独立運動

　文部省科学助成金による共同研究で，1941～57年における東南アジア諸国の民族独立運

動の構造を，その政治思想と社会文化構造の分析を通じて明らかにしょうとしたもの。

＊8．　メコン・デルタの農業環境調査

　メコン委員会との共同プロジェクトとして，農学・土壌学・社会学・人類学・農業経済

学の各専門家が，ベトナムのメコン・デルタ地帯における自然・社会・経済と農業との関

連を明らかにしょうとした共岡研究。

＊9．　イラワジ・デルタの農業環境調理

　同じく自然条件と農業との関連をビルマのイラワジ・デルタ地帯について明らかにしょ

うとしたもの。

＊10．東マレーシアにおける潜在農業生産力調査

　土壌学・地形学・農学・農業土木および農業機械の専門家がサラワクにおいて，その潜

在農業生産力の調査を行なった共同研究。

＊11．　インドネシア経済の投入産出分析

　センターとLEKNASの共團プuジェクトとして日本，インドネシアの両国から経済学

者が参加し，インドネシア経済の投入産出表を作製，それに基づき，インドネシア経済の

分析を行なったもの。

＊12．気候変化が農業生産に及ぼす影響

　Inte「national　Fede「ation　of　Institutes　for　Advanced　Studiesの「気候が人間に与える

影響」プロジェクトの一部として，農業経済学者と農業気象学者が中心となって東南アジ

ア，南アジア，東アジアの各地で行なった研究。

級3．　‘緑の革命’と農村開発

　東南アジア諸国における新品種・新技術普及の障害要因，農村開発における教育の役

割，および障害克服のための方策の究明を目的とした自然科学者と社会科学者の学際的共
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同研究。

14．東南アジア稲作社会におけるイスラムの役割

　インドネシア稲作社会におけるイスラムの役割に関して，社会学者を中心に地質学，農

学，農業経済学など多分野の専門家が，環境・技術・経済・社会・文化など種々の角度か

ら総合的に解明しようとする共同研究。

15．東南アジアにおける人口圧力，家族周期と社会構造

　インドネシア，マレーシア，タイ，フィリピンおよび日本の農村についての比較研究で，

家族の人口学的再生産の結果と農地の所有・相続等との関係を人ロの留村と離村とに焦点

をあてて研究しようとするものである。

16．アジア地域における文化摩擦

　文部省科学研究費（特定研究）による共同研究の一部をなすもので，次の3つのプwジ

ェクトが進行中である。

　（1）　異民族支配と文化摩擦

　ビルマ・タイ・マラヤおよび日本に対するビクトリア朝英国人の考え方を中心として，

植民地支配のアジア人に対する見方と，それより生ずる文化摩擦を解明しようとするもの

である。

　（2）　日本人の南方関与と文化摩擦

　日本人の南方関与に関する一次資料の蒐集と，社会・経済・心理的要因に関連して，文

化摩擦の理論から日本人の南方関与の様式を分析しようとするもの。

　（3）経済発展と文化摩擦

　主要アジア諸国における，外国資本・技術による経済発展がもたらす文化摩察と社会的

緊張の解明とその解決策の模索を目的とする新岡研究である。

（3）　シンポジウム・国際会議

　東南アジア地域研究に関して内外の研究者とより広く意発を交換するため，これまでに

次の7つのシンポジウムが，センターの主催または他機関との共催で開かれた。

　1．　マラヤ稲俘シンポジウム（京都，1964年9月）

　農林省，海外技術協力団との共催により，60余名の専門家が参加，マラヤを中心に東南
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アジアの稲作に関する多数の専門的な問題が討論された。

　　出　　版：Rice（7ulture　in　Malaya（CSEAS　Symposium　Proceedings　I），　Kyoto，1965．

　　　　　　　『東南アジア研究』2巻3号：マラヤ稲作シンポジウム特集号（1965）。

　2．　東南アジアにおける日本の将来（京都，1965年6月）

　最初のセンター主催の国際シンポジウムで，各国より21名の政治学者が参加，当時，東

南アジア諸国が直面した諸問題を，日本の役割に焦点を当てつつ討議された。

　　出　　版：Masarnichi　Inoki（ed．），1apan’s　Future　itl　Southeast　Asia（CSEAS　Symposium

　　　　　　　Proceedings　II　），　Kyoto，　1966．

　3．東南アジアにおける水資源の利用（京都，1965年9月）

　農林省，海外技術協力団との共催により，約60名の専門家が参加，東南アジアの水利開

発計画，水文，灌概，排水と農業などの専門的・技術的閾題が討論された。

　　出　　版：陳南アジア研究』3巻4号：水資源利用に関するシンポジウム特集（1966）。

　　　　　　　Yoshikazu　Fujioka　（ed．　），　1＞Vater　Resource　Utilization　in　Southeast　Asia　（CSEAS

　　　　　　　Symposium　Proceedings　III），　Kyoto，　1966．

　4．東南アジア医学シンポジウム（京都，1966年io月）

　厚生省，海外技術協力団との共催により，約100名の専門家が参加，寄生虫・ウィルス

性疾患・性病・結核の4部会に分かれて，東南アジアの医学的問題が討論された。

　　出　　版：『東南アジア研究』4巻4号：東南アジア医学シンポジウム特集号（1967）。

　　　　　　　Noboru　Higashi　（ed．），　Medical　Problems　in　Southeast　Asia　（CSEAS　Symposium

　　　　　　　Series　IV），　Kyoto，　1968．

　5．東南アジア農業技術シンポジウム（京都，1967年6月目

　主としてセンターの派遣により現地調査を行なった農学関係者が参加したシンポジウ

ムで，東南アジアにおける農業技術改良の問題点とその対策が討議された。

　　出　　版：陳南アジア研究』5巻4号：東南アジア農業技術シンポジウム特集号（1968）。

　6．東南アジア経済発展（京都；大阪；東京，1972年10月）

　東南アジアおよび東アジア諸国における戦後の経済発展に関する国際シンポジウムで，

東南アジアおよびH本を含む東アジアより30名の経済学者が参加，10編の報告と討論がな

された。

　　出　　版：市村真一編，『東南アジアの経済発出東南アジア研究双書10，創文社，1975．

　　　　　　　Shinichi　lchimura（ed．），　Economic　DeveloPment　of　East　and　Southeast　Asia

　　　　　　　（CSEAS　Monograph　Series　E－7），　University　of　Hawaii　Press，　1975．

　7。　出生力推移に関するシンポジウム（京都，1975年12月）
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　センターと米国ホノルルのEast一一West　Population　Instituteの共催による国際シンポジ

ウムで，東アジア・東南アジア・米国・日本より21名の専門家が参加，東南アジアと東ア

ジアにおける出生力の推移とその要因が討論された。

　　出　　　｝反：Lee－Jay　cho　and　Kazumasa　Kobayashi（eds．），　Ferttlzty　Transition　of　the　East　Asian

　　　　　　　Populations，　University　of　Hawaii　Press，　forthcoming．

（4）　国際交流

　センターにおける研究活動の推進とその寄与を深めるため，種々の形で外国の研究者，

専門家との交流にも力が注がれている。

外国人研究者の招聰

　1976年度より客員研究員の制度をセンターに設け，主として東南アジア諸国の研究者を

招聴し，滞在中センター研究スタッフの一員として共同研究あるいは意見の交換を行なっ

ている。そのほかにも随時，外国人研究者の訪問，滞在を受け入れ便宜を計っている。以

下は1963－1978年度の間に一定期問センターにおいて研究を行った外国人研究者のリスト

である。

A．客員研究員

Gerard　Diffloth　1976－77

Likhit　Dhiravegin　1976

Sorasith　Vacharotayan　1976

Edita　A．　Tan　1977

Charnvit　Kasetsiri

Kyaw　Soe

Narong　Thiramongkol

Hadiarto　Mangunnegoro

1977－78

1977－78

1978－79

1978

B．その他の外国人研究者

J．　H．　Badgley　1964－65

D．　A．　Wilsen

J・　E．　Bardach

1968

1968

モン・クメール比較言語学

タイ国および日本の近代化

熱帯土壌の生産力

アジアの金融市場

東南アジア史

ビルマ産の植物

地形発達史

病理生理学・肺機能の研究

Univers三ty　of　Chicago（米国）

Thammasat　University（タイ）

KasetSart　UniVerSty（タイ）

University　of　the　Philippines

（フィリピン）

Thammasat　University（タイ）

Mou漉ein　College（ビルマ）

Chulalongkorn　University（タイ）

Persahabatan　Hospital，　Jakarta

（インドネシア）

東南アジアにおける国際政治Johns　Hopkins　Scho。l　of　Advan・

　　　　　　　　　　　　　ced　lnternational　Studies（米国）

タイ国の政治　　　　　　　　University　of　California，　Los　An・

　　　　　　　　　　　　　geles（米国）

インドネシアの漁業，メコン開発問題　University　of　Michigan（米国）
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J．　S．　Stargardt

Thee　Kian　Wie

J・　L・　Tamba

Thomas　B．　Wiens

Mikhail　Nosov

1970

1972

1972－74

1974

1975

Bernard　K．　Gordon　1977－78

東南アジア史　　　　Victorian　Research　Institute（オーストラ

　　　　　　　　　　リア）

南スマトラの社会経済調査　　LEKNAS（インドネシア）

地域開発計画　　　　Sriwidjaja　University（インドネシア）

アジアの経済発展　　University　of　Oregon（米国）

日本のアジア政策　　National　Research　Institute　of　the　World

　　　　　　　　　　Economy　and　International］kelations（ソ連）

東アジア・太平洋地域の国際政治University　of　New　Hampshire

　　　　　　　　　　　　　　　　（米国）

外国研究機関への派遣

　1963－1978年度の間に，次のセンター所員が外国の大学，研究機関に教授および研究の

ために派遣された。

坪内　良博　1968－69

山田　　勇　1968－70

吉原久仁夫　1969

　　同1970－71
高谷　好一　1971

安場　保吉　1971－72

海［日　　養毛宏　　1971－72

吉原久仁夫　1973－74

辻井　　　　ig　　1973－74

石井　米雄　1973－75

安場　保吉　1975

福井　捷朗　1975－76

江崎　光男　1975－76

土屋　健治　1975－77

吉原久仁夫　1976－77

山影進1978－79

発展途上国の入口問題　　　Princeton　University（米国）

熱帯森林生態学　　　　　　Lembaga　Biologi　Nasional（インドネシア）

日本の経済発展　　　　　University　of　Michigan（米国）

東アジアの経済発展　　　University　of　the　PhilipPines（フィリピン）

デルタの第四期学的研：究　　University　of　Texas（米国）

東南アジア経済　　　　　Thammasat　University，　Chulalongkorn　Univer－

　　　　　　　　　　　　sity（タイ）

水資源工学　　　　　　　University　of　Callfomla，　Riverside（米国）

東アジアの経済発展　　　University　of　Singapore（シンガff　一ル）

タイの農業経済発展　　　　Chulalongkorn　Universlty，　Kasetsart　University

　　　　　　　　　　　　　（タイ）

上座部仏教サンガの比較　　SOAS，　University　of　London（英国）

経済史　　　　　　　　　Australian　National　University（rk　一ストラリァ）

水田の分類　　　　　　　Agricultural　University　Wageningen（オランダ）

フィリピン経済発展　　　　University　of　the　’PhilipPines（フィリピン）

インドネシア民族主義運動　Leidse　Universiteit，　Leiden（オランダ）

臼本と東南アジアの経済発展　Stanford　University（米国）

ASEANに関する研究　　　Univers三ty　of　Malaya（マレーシア）

留学生の派遣と受入れ

　このほかにセンターは東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的で，センタ

ーの若手研究者，京都大学の大学院生，およびその他の学生，若手研究者を欧米と東南ア

ジアに留学生として派遣あるいは留学の便宜を計った。また，東南アジア諸国の学生数名

をセンターの研修員として受入れ，その指導に当たった。
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（5）　研　究　会

　センターでは，定期的な研究例会のほか，内外の研究者を招いて，随時，特別研究会を

行なっている。そのほかにも，テーマ別に組織された研究会が，いくつか行なわれている。

以下は，過去3年間にセンターで行なわれたこれらの研究会の一覧である。

東南アジア研究例会

正975年度

5月22日

6月12日

6月26日

7月10日

7月24日

9月25日

10月9日

10月23日

11月27日

12月1日

1月22日

2月ユ2日

2月26日

3月11日

坪内　良博（センター）

「東南アジア村落論」

ロ羽益生（竜谷大学文学部）

「バリ島の稲作と村落」

前田　成文（センター）

「ブギス・マカサル族のSiri’についてj

水野　浩一（センター）

「大陸部から見た島戸部」

矢野　　暢（センター）

「東南アジアにおける国家権力の類型一封建制・家産制・藩主制」

青山　秀夫（京都大学名誉教授）

「歴史における宗教と文化一ウェーバー匿プロテスタンティズムの倫理』を手がかりとし

て」

原　　忠彦（東京外大AA研）

「イスラームと環境」

石井　米雄（センター）

「上座部仏教のエコロジー」

山山　益生（竜谷大学文学部）

「民族文化と宗教」

高谷　好一（センター）

「山・平野・海一その環境的考察」

降場　保吉（センター）

「伝統社会の工業化：経済学のアプローチ」

森村　　勝（中央大学）

「民族資本の形成と経営者層」

吉原久仁：夫（センター）

「外国資本と技術の伝達」

犬飼　一郎（京都産業大学）

「労動力形成と教育訓練」
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3月25日

1976年度

4月22日

6月3日

6月10日

6月24日

7月1日

7月8日

g月30日

10月14N

10月28日

ll月11日

11月25日

12月9日

12月23日

1月13日

1月27日

2月10日

2月24日

3別0日

水野　浩一（センター）

「近郊農村の変貌」

Gerard　Diffloth（センター，　Visiting　Fellow）

“Mon－Khmer　Languages　in　Malaysia　and　in　the　Rest　of　Southeast　Asia”

Likhit　Dhiravegin（センターt　Visiting　Fellow）

“Contemporary　Thai　Politics”

田辺　繁治（国立民族学研究博物館）

「ラーンナータイの農村」

三谷　恭之（センター）

「南中国におけるタイ語について」

前田　成文（センター）

「Ampar三ta一飛スラウェシにおける一コミュニティ・スタディー一」

杉山　晃一（東北大学日本文化研究施設）

「祖霊祭祀と死者供養一北部タイの一農村における事例研究」

久馬　一剛（センター）

「東南アジアのデルタの農業」

Sorasith　Vacharotayan（センター，　Visiting　Fellow）

“The　Role　of　Kasetsart　University　in　the　Thai　National　Development”

大矢　雅彦（早稲田大学）

「バングラデシュの地形分類と日本の援助計画」

海田　能宏（センター一一）

「メコン農業の将来」

Gerard　Diffloth（センター，　Visiting　Fcllow）

“Relation　between　the　Animals　and　Human　Being　in　Semai　Socie！y”

市村　真一（センター）

「緑の革命と農村開発」

山田　　勇（センター）

「東南アジアの森林構造」

辻井　　博（センター一一）

「アジアにおける気象の農業生産におよぼす影響」

坪内　良博（センター）

「都市環境における対人関係一ジャカルタの事例から一」

石井　米雄（センター）

「タイ国における国家と宗教」

中嶋　千尋（京大農学部）

「米産・米食：国における経済発展に伴う食量自給率の低下仮説について」

高谷　好一（センター）
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3月24日

1977年度

6月20日

7月11日

9月12日

9月26日

10月24日

11月28日

2月6日

2月27日

3月i3日

玉978年度

7月10日

8，月14日

9月25日

「イラワジ・デルタの稲作」

福井　捷朗（センター）

「サラワクの稲作」

本岡　武（センター）

「FAOに勤務して」

土屋　健治（センター）

「ヨーロッパにおけるインドネシア研究」

Edita　A．　Tan（センター，　Visiting　Fel｝ow）

“Some　Economic　lmpiications　of　Major　lssues　in　Japanese　Higher　Education”

Chamvit　Kasetsiri（センター，　V三siting　Fellow）

“Peasant　Rebellions　in　Ayudhya”

福井　捷朗（センター）

「農業開発のための土地評価方法論をめぐって」

速水佑次郎（東京都立大学経済学部）

“Evolution　of　Landtenure　System　in　a　Philipplnes　Village”

海田　能宏（センター）

「メコン委員会から帰って」

Bemafd　K　Gordon（センター，　Guest　Professor）

“lnternational　Politics　in　East　Asia　：　lmplications　for　the　Foreign　Policies　of

Japan狐d　the　USA”

Kyaw　Soe（センター，　Visiting　Fellow）

“Some　Aspects　on　the　Natural　Life　Resources　ef　Burma”

渡部忠世（センター）

「アジア大陸における栽培稲の変遷と伝播」

Hadiarto　Mangunnegoro（センター，　Visiting　Fellow）

“Some　Aspects　of　Health　Care　and　Service　in　lndonesia　in　Comparison　with

Japan”

Suthy　Prasartset

“Socio－Economic　Origins　and　ldeas　of　Thai　lndustrial　Entrepreneurs”

現地調査報告会

1975年度

　　5月15日

6月5日

野上　裕生（理学部）

「海外調査における問題点」

満久　崇麿（木材研究所），石原

「東南アジアの木材事情」

茂久（木材研究所）
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2別9日

1976年度

　　　4月8日

5月13日

特別研究会

1975年度

　　　6月14日

6月21日

12月1日

3月16日

辻井　　．博（センター），長谷川史郎（大阪府立大学）

「パキスタン・インド・バングラディシュから帰って」

前田　成文（センター）

「インドネシアから帰って」

Likhit　Dhiravegin（センター．，　ViSiting　Fellow）

“The　Peoples　Republic　of　China，　An　lmpressionistic　View”

Gerald　Meier　（Stanford　University）

“Problems　of　Trade　and　Employment　in　Devetoping　Countries”

奥平　竜二（外務省）

「最近のビルマにおける学術研究事情」

George　Mcturnan　Kahin　（Cornell　University）

“Studies　for　South　East　Asian　Countries　in　U．　S．　A．　”

Vernon　W．　Ruttan　（Agricultural　Development　Council，　Singapore）

“Agricultural　Development　of　South　East　Asian　Countries”

1976年度

　　　7A16H　Daw　Kin　Yi　（Taunggyi　University，　Burma）

　　　　　　　　　　　　“Birth　and　Death　alnong　the　Kachin”

1977年度

　　　1明3日　　L・J・Pons（Agricultural　university　of　the　Netherlands，　wageningen）

　　　　　　　　　　　　“Past，　Present　and　Future　of　the　Dutch　Contributions　to　the　Reclarnation　and

　　　　　　　　　　　　Improvement　of　Lowland　of　the　World”

1978年度

　　　5月24日　　Donald　K：．　Emmerson（University　of　Wisconsin）

　　　　　　　　　　　　“Comrnents　on　the　North一一South　lnternational　Economic　Order　：　Lifeboat　Ethics，

　　　　　　　　　　　　Resource　Politics　and　Asia”

　　　6月26日　　Bemard　K．　Gordon（University　of　New　Hampshire）

　　　　　　　　　　　　“Foreign　Policy　Options　in　a　Time　of　Change”

その他の研究会

「東南アジア平野開拓史」硫究会

1977年度

第1回　5月19日　　高谷　好一（センター），石井　米雄（センター）

　　　　　　　　　　　　　　　　「イラワジデルタ（ビルマ）」

第2回　6月16日　桜井由宇雄（センター）
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　　　　　　　　　　「紅河デルタ（ベトナム）」

1978年度

第3回　7月3日　土屋健治（センター）

　　　　　　　　　　「タリフS一ド・ギアツの‘Agricultural　Involution’をめぐって」

「アジアの自然誌」研究会

1977年度

第1回　7月13日　　安成哲三（センター）

　　　　　　　　　　「シェルパ族の一年」

第2回　9月28日　　高谷　好一（センター）

　　　　　　　　　　「ネパールの生態史」

第3回　10月20日　　山田　　勇（センター）

　　　　　　　　　　「アジアの生態系」

第4回　1月17日　高谷好一（センター）

　　　　　　　　　　「マレー半島の稲作」

1978年度

第5回　6月30日　　安成　哲三（センター）

　　　　　　　　　　「南西モンスーン」

第6回　7月14日　　Thawatchai　Santisuk（理学部）

　　　　　　　　　“Vegetation　and　Ground　Cover　in　Thailand”

特定研究「文化摩擦」〈異民族支配と文化摩擦〉班研究会

1977年度

第1回　4月28日

第2回　6月2璃

錦3回　7月7日

第4回　9月29日

第5回10月20日

第6回　12月15日

石井　米雄（センター）

「今後の研究の進め方について」

石井　米雄（センター）

「Helen　Trager，　Burma　Through　Alien　Evesについて」

坪内　良博（センター）

「Michael　Symes，　An　Account　of　an　Emba∬y　to　the　Kingdo2n　of　Avaにあらわ

れた19世紀末の英国人のビルマ観」

坪内　良博（センター）

「Hi「am　Cox・Jeu「nal　of　a　Residence　itl　the　Burman　EmPireにあらわれた20世

紀初頭の英国人のビルマ人観」

坪内　良博（センター）

F“Michael　Symes，　Journal　of　his　Second　Ernbassy　to　the　Court　of　Ava　in

1802”にあらわれた19世紀初頭のイギリス人のビルマ人観」

石井　米雄（センター）

「異民族支配と文化摩擦の視点について」
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1978年度

第1回6月29日　大野　徹（大阪外国語大学）

　　　　　　　　　　「ビルマ年代記にあらわれた英国人観」

特定概究「文化摩擦」〈目本の南方関与と文化摩擦〉班研究会

1977年度

第1回　5月14日

第2回　6，月11日

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

7月9日

9月17日

1明15日

11月12日

12月10日

1月25日

1978年度

第1回　4月22日

第2回　5月27日

第3回　 6月10日

第4回　7月8日

矢野　　暢（センター）

「南方関与研究の方法論」

土屋　健治（センター）

吉井牛太郎（旧シンガポール在住者），中村　孝志（天理大学）

「〈南方関与〉の吟味」

吉川　洋子（京都産業大学）

「近代日本人のフィリピン進出の一局面」

石居　靖彦（アジア・ユースセンター）

「蘭領インド（ジャワ）への日本人進出一ある日本入の生涯」

吉川　洋子（京都産業大学）

「フィリピンへの日本人進出史の一局面」

原　誠　　（同志社大学）

「日本入キリス5者三浦譲の『南方関与』」

吉川　利治（大阪外国語大学）

「タイ国のおやとい外国人について」

中村　孝志（天理大学）

「台湾総督府南方関係資料について」

矢野　　暢（センター）

「昭和53年度の研究構想」

矢野　　暢（センター）

「大正期『南進論』の特質」

高橋　三郎（教養部）

「近代日本の冒庶民』像一その研究動向一」

吉川　洋子（京都産業大学）

「フィリピン現地調査の成果」

特定研究「文化摩擦」〈アジア地域の経済発展と文化摩擦〉班研究会

1977年度

第正回　5月7日

第2回　　6月18日

市村　真一（センター）

「研究計画についての概念i

水野　浩一（センター）

「文化摩擦への関心」
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第3回

第4回

第5回

7月22日

10月1日

12月3目

第6回　1月21日

第7回　3月16日

西原　　正（防衛大学校）

「軍部と文化摩擦の問題一インドネシアを中心に」

坂下　　昇（大阪大学）

「都市化と文化摩擦」

鈴木　光男（東京工業大学）

「多人種共存社会における棲みわけについてのゲーム論的考察」

猪木　武徳（大阪大学）

「LDCにおける市場の形成をはばむもの一G．　Akerlofの理論の検証のこころ

み」

市村　真一（センター）

「近代経営と東南アジア社会」

1978年度

　　　　5月22日・23日　　研究会打ち合わせ会

第1回　6月17日　　市村　fff一一一（センター）

　　　　　　　　　「合弁企業に対するSurveyの方法について」

（6）東南アジアセミナー

　東南アジアセミナーは，東南アジアの自然・地理・歴史・民族・文化・社会・人ロ・政

治・経済等について概説し，専門的研究に必要な基礎的知識を付与するため，集中的な

講義及び演習を行なうことを目的とし，1976年から，毎年1回，開催されているもので

ある。以下に，1977年度及び1978年度のセミナーの日程，講義題目，講師の一覧を掲げ

る。

1977年度　東南アジアセミナー日程及び講師

テーマ1．東南アジアの稲作社会

第1日　 8月5日（金）

「言語と民族」　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター　　三谷　恭之

「文明の形成過程」　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　石井　米雄

「多民族社会の国民形成」　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　土屋　健治

「基礎社会と外来文化」　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　桜井由躬雄

第2日　8月6日（土）

「社会構造の諸類型」　　　　　　　　　　東南アジア研究センター　　坪内　良博

f伝統文化と社会組織」　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　水野　浩一

「諸文化の比較：方法論1」　　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　　水野　浩一

「諸文化の比較：方法論2」　　　　　　　　　　　　〃　　　　　　坪内　良博
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第3El　8月8日（月）

HRAF実習「稲作民族の生活と文化」 東南アジア研究センター　　石井米雄，水野浩一，

　　　　　　　　　　　　坪内良博，三谷恭之，他

第4日　8月9日（火）

HRAF実習「稲作民族の生活と文化」　　　　　　　　〃

テーマII．東南アジアの稲作と立地環境

ee　1日　8月17日（火）

「気候」　　　　　　　　　　　　　　　　東南アジア研究センター

「地形と水文1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「地形と水文2」　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

「土壌」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃

第2日　8月18日（木）

「稲作の起源：展開と立地環境」　　　　　　農学部

「稲作社会の歴史的発展と立地環境」　　　　東南アジア研究センター

「稲作農村の開発と立地環境1」　　　　　　　　　　　〃

「稲作農村の開発と立地環境2」　　　　　　　　　　　〃

第3日　　8，月19日　（金）

野外討論「東南アジアから見た日本の稲作」　東南アジア研究センター

第4日　8月10日（土）

野外討論「東南アジアから見た日本の稲作」

テzaマIII．ミュルダールとアジア

舞罫1　日　　　8月26日　　（金）

「ミュルダール：アジア研究の背景1」

「ミュルダール：アジア研究の背景2」

rアジアのドラマ分析視角1」

rアジアのドラマ分析視角2」

第2日　　8ナヨ27日　（土）

「経済の実態1」

「経済の実態2」

「人口問題1」

「人ロ問題2」

第3日　8月28日（日）

「工業と労働力1」

「工業と労働力2」

「教育問題1」

「教育問題2」

同　上

久馬一剛

高谷妊一

高谷好一

久馬一剛

渡部忠世

高谷好一

福井捷朗

福井捷朗

久馬一剛，高谷好一，

福井捷朗

東南アジア研究センター　　同　上

東南アジア研究センター

　　　　　／1

　　　　　11

　　　　　11

東南アジア研究センター

　　　　　11

　　　　　11

　　　　　／1

東南アジア研究センター

　　　　　／1

　　　　　11

　　　　　11

山場保吉

隠場保吉

安場保吉

二品保吉

吉原久仁夫

吉原久仁夫

小林和正

小林和正

安野保吉

安場保吉

市村真一

市村真一
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第4日　8月29日（月）

「計画化1」

「計画化2」

「軟性国家論1」

「軟性国家論2」

東南アジア研究センター

　　　　　11

1978年度　東南アジアセミナー日程及び講師

テーマ　東南アジアの自然，文化，社会

第1日　8月16日（水）

「自然構造1」

「自然構造2」

「モンスーン1」

「モンスーン2」

第2日　8月17日（木）

「風化と土壌景観1」

「風化と土壌景観2」

「畑作と稲作1」

「畑作と稲作2」

第3日　8月18日（金）

「森と焼畑1」

「森と焼畑2」

「稲作の歴史1」

「稲作の歴史2」

第4日　8月21日（月）

「言語の系統と民族1」

「言語の系統と民族2」

「焼畑耕作民の生活一大陸部1」

「焼畑耕作民の生活一大陸部2」

第5日　8月22日（火）

「焼畑耕作民の生活一島興部1」

「焼畑耕作民の生活一二二部2」

「農民の社会と文化一大陸部1」

「農民の社会と文化一大陸部2」

第6日　8月23日（水）

「農民の社会と文化一島績部1」

「農民の社会と文化一島演部2」

「伝統文化と宗教の構造1」

「伝統文化と宗教の構造2」

ll

tl

東南アジア研究センター

　　　　　／1

11

11

農学部

　1／

東南アジア研究センター

　　　　　／／

東南アジア研究センター

　　　　　11

11

11

東南アジア研究センター

　　　　　11
11

1／

東南アジア研究センター

　　　　　1！

11

11

東南アジア研究センター

　　　　　ll

大阪大学人間科学部

　　　　l1
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矢野　暢

矢野　暢

矢野　暢

矢野　暢

高谷好一

高谷好一

蜜成哲三

安成哲三

古川久雄

古川久雄

福井捷朗

福井捷朗

山田　勇

山田　勇

渡部忠世

渡部忠世

三谷恭之

三谷恭之

水野浩一

水野浩一

坪内良博

坪内良博

水野浩一

水野浩一

坪内良博

坪内良博

梶原景昭

梶原景昭



第7日　8月24日（木）

「民族主義の展開1」

「民族主義の展開2」

「国民形成の基本構造1」

「国民形成の基本構造2」

第8日　8月25日（金）

r政治文化の特質1」

「政治文化の特質2」

「経済構造の変化lj

「経済構造の変化2」

第9日　8月28日（月）

「農業発展と食糧閾題1」

「農業発展と食糧問題2」

「国際河川の開発一メコンの自然と社会1」

「国際河川の開発一メコンの自然と社会2」

第10日　8月29日（火）

「国際河川の開発一メコンプロジェクト1」

「国際河川の開発一メコンプロジェクト2」

「貿易，工業化，外資　1」

「貿易，工業化，外資　2」

第11H　8月30日（水）

「人口と都市化1」

「人口と都市化2」

「所得分配1」

「所得分配2」

第12日　8月31日（木）

「世界のなかの東南アジア1」

「世界のなかの東南アジア2」

討論1

討論2

東南アジア研究センター

　　　　　11

　　　　　／1

　　　　　11

東南アジア研究センター

　　　　　11

　　　　　1／

　　　　　t／

農学部

　11

東南アジア研究センター

　　　　　／1

東南アジア研究センター

　　　　　lt

fl

東南アジア研究センター

　　　　　／1

　　　　　11

　　　　　11

土屋健治

土屋健治

土屋健治

土屋健治

矢野　暢

矢野　暢

安場保吉

弓場保吉

頭村博行

西村博行

海田能宏

海田能宏

海田能宏

海田能宏

吉原久仁夫

吉原久仁夫

小林和正

小林和正

江崎光男

江崎光男

東南アジア研究センター　　市村真一

　　　　　〃　　　　　　市村真一

東南アジア研究センター教官　西村博行　古川久雄

東南アジア研究センター教官

（7）　資料蒐集

　東南アジアの研究を深化，発展させるために各種の資料蒐集が重要なことはいうまでも

ない。センターでは，図書資料部が中心となって，これらの資料を蒐集しているが，その

内容は，図書，マイクロフィルム，統計，地図に大別される。各々の概要は，下記の通り

である。
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図　　書

　当センターでは，1965年に図書室が開設されて以来，東南アジアの自然・社会・文化に

関する各種文献と雑誌との蒐集をすすめてきたが，その結果，1977年度末現在，17，428冊

（内，洋書12，871冊，和漢書4，377冊）の書籍と172種の継続購入雑誌を蔵するにいたっ

た。図書室の開館日は，月曜から土曜までであり「東南アジア研究センター図書利用規程」

にもとづいて，閲覧，貸し出し等の業務を行なっている。

マイクロフィルム

　センターでは，工971年以降，インタードキュメンテイションセンターが製作した「イン

ドネシア関係文献マイクロフィッシュ」を継続的に購入している。このマイクロフィッシ

ュは，米国コーネル大学及びオランダ王立言語・民俗・文化研究所所蔵のインドネシア関

係の諸資料（新聞，雑誌，書籍，官報等）からなり，現在までに，すでに製作されたもの

のうち，約半数（5万フィッシュ）を蒐集している。今後とも，この蒐集を継続していく

予定である。

統　　計

　統計は東南アジア・東アジア諸国の政府刊行物，国連等国際機関出版物を中心に約2，300

点を保有している。このうち，日本を除く東アジアと東南アジア関係が約半数である。統

計の大部分は戦後に刊行されたものであるが，国際機関と日本関係のものは若干戦前の刊

行物が含まれている。

地　　図

　所有する地図は東南アジア地域を中心に，インド，バングラデシュ，スリランカ，ネパ

ール，パキスタン，申国，朝鮮，オーストラリア，太平洋諸島及び日本周辺と，ほぼ南ア

ジアから東アジア全域をおおっている。製作年代も，戦前のものから近年の航空測量によ

るものまで，多岐にわたっており，現在約1万2千枚余に及んでいる。この中には，旧

陸地測量部による南アジア，東アジアの2万5千分の1，5万分の1地形図等，歴史的に

みても貴重なコレクションもある。また，数は少ないが，東南アジア各国の土地利用図，

地質図，植生図などサブジェクト別図巾も改まれている。この他，最近は，地球資源衛星

LANDSATによる空中写真も，東南アジア全域について購入する計画が進められている。
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第4章研究スタッフ

　センターのiYI究スタッフの略歴，主要な業積，現在の研究テーマは，以下の通りであ

る。なお，（1）は最終学歴，（2）は学位，（3）は専攻，（4）は主要著＝書・論文，（5｝は現在の研究テ

ーマを示す。

市

1
9
喬
0
0
4
み

5

小

1
．

2
．

3
．

4
．

5
石
玉

村　真　一

京都大学経済学部，昭和24年卒業。

経済学博士；マサチューセッツ工科大学Ph．　D．

後進国発展論

（1）　『日本経済の構造』創文社，1957年。

（2）　“Non－Linear　Dynamic　Theory　of　Econornic　Fluctuations”，　in　K．　K　Kuri－

　hara　（ed．），　Post－KeJnesian　Economics，　Rutgers　University　Press，　1954．

（3）　Regional　Economic　Surve“　of　Seuth　Sumatra，　（with　Thee　Kian－Wee），　LIPI，

　1975．

（1）アジア経済の計量モデル

（2）農村発展論

林　和　正

東京帝国大学理学部，昭和18年卒業。

理学博士

人口学

（1）　「アジア諸国の家族計画」，東大出版会刊『家族一政策と法』第5巻，1976年，

　所収。

（2）　『アジア人口学入門』　（共著）アジア経済研究所，1978年。

（3）　「人ロ学の生物学的側面」，千倉書房刊『人口学の方法』，1978年，所収。

東南アジアの人口増加モデル

井　米　雄

菓京外国語大学，昭和30年中退。
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1
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3
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水

L
ワ
崩
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東南アジア史，南方上座部仏教比較論

（1＞　『上座部仏教の政治社会学一国教の構造』創文社，1975年。

（2）　『タイ国一ひとつの稲作社会』　（編著）創文社，1975年。

（3）　“A　Note　on　Buddhistic　Millenarian　Revolts　in　Northeastern　Siam”，　Journal

　of　Southeast　Asian　Studies，　Vol．　VI，　No．2，工975．

南方上座部仏教サンガの比較研究

場　保　吉

東京大学教養部，昭和28年卒業。

ジョンズ・ホプキンズ大学Ph．　D．

経済発展論

（1）働彦hl～a彦θoゾ読81Vhi彦e　Popul伽n　in　the　United　S彦α’θ5，1800－1860：An　Economic

　Study，　Johns　Hopkins　University　Press，　Baltimore，　1962．

（2）　『現代経済の課題』5巻（共編著），日本経済新聞社，1973－75年。

（3）　「東南アジアにおける石油危機」，『東南アジア研究』14巻4号，1977年。

（1）日本と東南アジアとの経済発展の比較経済史的研究

②　資源間題と日本の南進

｛3）ASEANの対外経済関係

部　忠　世

京都大学農学部，昭和24年卒業。

農学博士

作物学

（1）　Glutinous　Rice　in　Northern　Thailand，　Yokendo，　Tokyo，　1967．

（2）　『食用作物学概論』農山漁村文化協会，1977年

（3｝　『稲の道』日本放送出版協会，1977年。

アジア大陸における稲作技術の成立と変遷。

野　浩　一

京都大学文学部，昭和31年卒業。

京都大学文学博士

社会人類学
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（1）　Sociat　SJstem　of　Don　Daeng　Yilla．ae　：　A　Communit］　Study　in　Northeast　Thailand，

　：D五scussion　Paper　No．三2－22，　CSEAS，　Kyoto　University，197工．

②　「工業化と村落の変貌一中部タイのオム・ノーイ村一」，　『東南アジア研究』

　11巻4号，12巻1号，2号，1974年。

（3）　“Comparative　Analysis　of　Rural　Deve1opment－Rice－Growing　Villages　in

　Thailand　and　Malaysia一”，『東南アジア研究』工5巻3号，1977年。

（1）比較社会組織

（2）農村部の変貌と発展

③　変動期における文化摩擦

谷　好　一

京都大学理学部，昭和33年卒業。

京都大学理学博士

自然地理学

（1）　“Physiography　of　Rice　Land　in　the　Chao　Phraya　Basin　of　Thailand”，　TptZ

　南アジア研究』9巻3号，1971年。　　　　　　　　　　　　　’

（2）“Rice　CropPing　Patterns　in　Southern　Asia　Delta”，　『東南アジア研究』13巻

　2号，　1975年。

③　　「稲作圏の歴史的発展過程にかんする生態学的考察」，『今西錦司博士古稀記念

　論文集：探険，地理，民族誌』1978年，所収。

稲作地の生態学的研究

野　　　暢

京都大学法学部，昭和34年卒業。

京都大学法学博士

政治発展論

（1）　『タイ・ビルマ現代政治史研究』創文社，1968年。

（2）　『「南進」の系譜』中公新書，工975年。

（3）　『東南アジア学への招待』日本放送出版協会，1977年。

（1）タイ国の現代政治

②　近代日本の南方関与
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（3）東南アジアの国際関係

内　良　博

京都大学文学部，昭和35年卒業。

京都大学文学博士

社会構造の比較

（1）　『離婚一比較社会学的研究』　（共著）創文社，1970年。

（2）　『マレー農村の研究』　（共編著）創文社，1976年。

（3）　『核家族再考一マレー人の家族圏』　（共著）弘文堂，1977年。

東南アジアの村落

原　久仁夫

カリフォルニア州立大学経済学部，昭和37年卒業。

カリフtルニア大学Ph．　D．

経済発展論

（1）　170reign　lnvestment　and　Domestic　ResPonse：　A　Study　of　Singapore’s　lndustriali－

　zation，　Eastern　Universities　Press，　Singapore，　1976．

（2）　JaPanese　lnvestment　in　Southeast　Asia，　University　Press　of　Hawaii，　Honolulu，

　1978．

（3）　“A　Study　of　Philippine　Manufacturing　Corporations”，　The　DeveloPin．o　Eco－

　nomies，　Sept．，　1971，

社会変動と経済発展

田　能　宏

京都大学農学部，昭和37年卒業。

京都大学農学博士

農業水文学

（1）　“Hydrography　of　Rice　Land　in　the　Vietnamese　Part　of　the　Mekong　Delta”，

　　『東南アジア研究』12巻2号，1974年。

（2）　“Agro－Hydrologic　Regions　of　the　Chao　Phraya　Delta”，　in　S．　lchimura　（ed．），

　Southeast　Asia：　Natare，　Societ2　and　Develop　ment，　1976．

（3）　“Pa　Mong　Optimization　and　Downstream　Effects　Study　：　Pa　Mong　Downstream
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　Effects　on　Hydrology　and　Agriculture　in　Democratic　Kampuchea”，　Report

　of　Mekong　Secretariat　MKG／41，　1977．

仙　モンスーンアジアの稲作と水利　②　メコン河下流域の水資源開発

井　捷　朗

京都大学農学部，昭和36年卒業。

京都大学農学博士

農業立地学

（1）　“Environmental　Determinants　Affecting　the　Potential　Dissemination　of　Chao

　Phraya　River　Basin　of　Thailand”，日本経済研究センター，鞠痂繭膨and　Eco－

　nomic　DeveloPment，　Vo1。1．，1972年，所収。

②　「水稲栽培の現状と展望」，石井米雄編『タイ国一ひとつの稲作社会』創文

　社，1975年，所収。

（3）　“An　Ecologist’s　View　on　the　Development　of　Rice　Farming　Communities”，

　Proceedings　of　the　lnternational　Conference　on　Rural　DeveloP　ment　Technologpt，　Asian

　rnstitute　of　Technology，　Bangkok，　1977．

モンスーンアジアにおける水田自然環境の調査，分類評価の方法論的研究。

田　成　文

京都大学文学部，昭和38年卒業。

シカゴ大学Ph．　D．

文化人類学

（1）　『マレー農村の研究』　（共編著）創文社，1976年。

②　　『核家族再考一マレー人の家族圏』　（共著）弘文堂，1977年。

（3）　“Hajj　and　Kaan　Buat”，　in　Journal　of　Southeast　Asian　Studies，　Vol．　Vl，　No．2，

　1975．

社会組織とシンボル体系

崎　光　男

東京大学教養学部，昭和41年卒業。

ハーバード大学　Ph．　D。

経済発展の計量分析
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（1）　『日本経済のモデル分析』創文社，1977年。

（2）　“Econometric　Growth　Model　and　Forecasting　Simulations　for　Postwar　Japan，

　ユ952－1980”，　『季刊理論経済学』26巻3号，1975年。

（3）　“Growth　Accounting　of　the　Philippines：　The　Demand－for一一〇utput　Side”，

　　『東南アジア研究』15巻1号，1977年。

ASEAN諸国経済成長の数量的分析

谷　恭　之

京都大学文学部，昭和37年卒業。

コーネル大学Ph．　D．

東南アジア言語学

（1）　「カメート語音素体系の記述と比較言語学的研究」，『東南アジア研究』3巻3

　号，1965年。

（2）“Palaung　Dialects：APreliminary　Comparison”，『東南アジア研究』15巻2号，

　1977年。

（3）　“Phonological　Studies　of　Lawa：　Description　and　Comparison”，　Ph．　D．　Disser－

　tation，　Cornell　University，　1978．

東南アジア諸言語の比較言語学的研究

屋　健　治

東京大学教養学部，昭和41年卒業。

東京大学国際学修士

インドネシア現代史

（1）　「スカルノとバッタの論争」，『東南アジア研究』9巻1号，1971年。

（2）　“The　Taman　Siswa　Movement－lts　Early　Eight　Years　and　Javanese　Back－

　ground”，　Jlournal　of　Southeast　Asian　Studies，　Vol．　VI，　No．2，1975．

③　「「原住民委員会」をめぐる諸問題一支配と抵抗の様式に関連して一」，『東

　南アジア研究』15巻2号，1977年。

（1）タマン・シスワの研究

②　インドネシア政治の文化的了解
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川　久　雄

京都大学農学部，昭和38年卒業。

農学博士

土壌地理・生成

（1）　「ニューアイルランド島における土壌地理学的観察」，『東南アジア研究』王2巻

　4号，1974年。

②　　「近畿地方低地部における土壌の分布則および分布単位に関する事例研究」，

　　『ペドロジスト』20巻1号，1976年。

（3）　“Chemical，　Mineralogical　and　Micromorphological　Properties　of　Glaebules

　in　Some　Tropical　Lowland　Soils”，　『東南アジア研究』14巻3号，1976年。

土壌から見た東南アジアの農業地域区分

国　　　勇

京都大学農学部，昭和41年卒業。

京都大学農学修士

森林生態学
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（3）　“Characteristics　of　Monsoonal　Precipitation　around　Peaks　and　Ridges　in　Sho－
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第5章出版　目　録
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